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１．はじめに 

 海上保安庁では 2013年 11月 20日に

活動開始が確認された西之島で航空機を

用いた継続的な調査を概ね 1ヶ月毎に実

施してきた。これは前回の 1973-1974年

噴火活動の時と比べてかなり短い調査間

隔といえる。この調査結果から時系列的

に火山活動の推移を追跡することができ

た。今回のポスターセッションでは GIS

ソフトを活用した活動の推移について報

告する。 

２．火山活動の推移 

2013年 11月 20日に西之島の南東方

約 500ｍの海上から海底噴火が始まり、

新たな陸地が形成された。その後溶岩流

により新たな陸地を拡大させ 2013年 12

月 26日には、西之島と結合した。以後

溶岩流による拡大は 2015年 9月頃まで

続き、その面積は 2.67km2となった。 

また、火口の位置を若干変えながら噴

火活動を継続したが、2014年 9月から

は、西之島のやや南西の中央部に形成さ

れた火砕丘からの第 7火口から溶岩片を

放出するストロンボリ式噴火を継続し、

火砕丘を成長させた。2015年 7月には

第 7火口の噴火が停止しその約 4時間後

に、火砕丘北側山腹からの側噴火が確認

された。 

また、2015年 11月 17日には、第 7

火口からの激しいブルカノ式噴火が確認

されたが、これを最後に現在に至るまで

噴火は確認されていない。 

３．1973-1974年噴火活動との比較 

1973-1974年噴火の開始場所と今回の

噴火開始場所の位置がほとんど同じ位置

であることが分かっている。今回の噴火

も前回ほどではないが、若干の火口が移

動したが、最終的には第 7火口で安定的

に噴火活動を継続した。この第 7火口の

位置は、活動開始時と概ね同じ位置であ

ることから、1973-1974年噴火活動と今

回の噴火活動は同じ火道を使っている可

能性があることが解った。 

４．まとめ 

 最近の GISソフトを活用することによ

り簡便に火山活動の推移を解析すること

ができ、また容易に過去の活動との比較

することができることが解った。 
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